
今日のイラスト661 「イラストでたどる石州街道㉔ 徳佐リンゴ 」 古谷眞之助 

 幼い頃、実家で楽しめた果物と言うと、カキ、

ダイダイ、イチジク、クリ、ビワというところ

だろうか。それ以外にもあったかも知れないが、

もう思い出せない。それにすでに実家は、父の

アスパラ作りを継いでくれている若者に引き

渡したから、好き勝手に収穫していたそれらも、

断っていただくしかなくなってしまった。今年

初め頃に、たまたま立ち寄って若者に挨拶した

際に、ダイダイを4つばかりいただいてきた。 

 幼い頃の私にとって果物とは、我が家にあっ

たものではなく、家にはないミカンとかパイナ

ップルとかバナナ、そしてリンゴだった。我が

家では冬野菜は下関の市場に出荷していたか

ら、その際に父が市場の職員のお願いして、ミ

カンやリンゴを箱買いしていた。いや、リンゴ

はモミガラの詰まった箱に入れて売られてい

た気がするのだが。そんなわけだから、果物に

しては大ぶりなリンゴが樹にたわわに実って

いると、ついつい興奮してしまうし、徳佐方面

にリンゴの時期に出掛けると必ず買って来る。

記事に書いたように、現在徳佐には15,000本

ものリンゴの樹があるというから凄い。イラス

トの樹には100個近く実を付けているから、単純には総生産量は150万個となるが、実際のところどうなの

だろう。昨年の春と秋に徳佐を訪れた。いずれも石州街道の取材を兼ねたものだったのだが、4月に花を付

けたリンゴの樹を見て、実をつけたリンゴの樹を連載の題材の一つにしようと決めていたのである。秋に訪

れたのは友清リンゴ園ではなかったが、ルーツは同じだからと気にせず描くことにした。( 2024.3.20 記 )                                                                            


